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コロナ対策と今後のリスク管理

2020年は世界中にとって予測もしなかっ
た年であった。人類に突き付けられた、大
きな課題をどのように乗り越えていくか、
今まさに渦中である。昨日（1月7日）のコ
ロナ感染者数が東京は初めて2000人を上
回った。私たちの仕事もコロナ対策に追わ
れている。行政の施策が現実に間に合って
いない。前回の巣立ちだよりに、緊急事態
宣言を終えて、日本人が大きな争いごとな
どもなく、行政の指導に従い、コロナ感染
をある程度抑えこんだ姿はなかなかのもの
だと私は書いた。まだまだ私たちがこの手
に持っている大切なものを失わずに、人と
しての誇りをもって、人を大切にして生き
たいとも書いた。
しかし日本政府はその後、国民のこの感

染症を乗り越える為の血のにじむような努
力を踏みにじるかのようにGo to 何とかで
コロナ感染を日本中に広めた。今ここへき
て、何を制限し、何を我慢したらいいのか

私自身分からなくなってしまった。またの
ど元過ぎれば飲めよ歌えよとこの国は言う
のかと思うと国の指示も信じられなくなっ
てしまっている。
そうはいっても、利用者職員総勢400人

にもなる巣立ち会の今後の感染リスクを考
えるとただ成り行きに身を任せるというわ
けにもいかず、少しでも我々にできるリス
ク管理をしようと思っている。本当は2週間
に1回程度にしたかったが、予算の関係で、
今計画しているのは月1回だが職員利用者全
員に1、2、3月とPCR検査を行う予定で考
えている。感染者が出るのはもう時間の問
題である。でもその時、他の人に広がるリ
スクを最小限に抑えたい、そんな願いから
自前の資金で検査を行う（1回分の調布の事
業所関係者は補助があるが）。
この検査に対する十分な補助をせずして、

行政は何をしようと考えているのか。全く
理解ができない。ワクチンがいつになるの
か、本当に安心して日常を送ることができ
るのがいつになるのか。

今年、夢の実現に向けて

田尾有樹子
巣立ち会理事長
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新しい事業所サザンの開設

こんな話題だけで新年の稿を終えたくな
いので、少し目先の異なることをお伝えす
る。2021年は巣立ち会にとっては記念すべ
き年になるはずである。事業計画に何年も
にわたり、新しい事業所の建設を挙げてき
たが、ようやく今年それが叶う運びとなっ
た。三鷹駅北口徒歩3分の場所で、本年11
月から事業開始予定となっている。事業内
容はシンフォニーと同様の思春期の支援と
しての自立訓練、うつ病のリワークなども
含めた就労移行支援を行っていく予定であ
る。私はいつも障害者の福祉事業所が駅か
ら遠い不便な場所に多くあることが悔し
かった。自分自身が建物を建ててみてそう
なる理由があることはわかったが、何か地
域のへき地へ追いやられるような感じが寂
しかった。次の事業所は駅近の一等地に立
てることが夢であった。この利便性や建物
の構造・広さなどが利用者の微妙な自尊感
情に強く影響することを感じている。一等
地のとてもお洒落なビルが自分たちの通う
場所になる、そう感じてもらって、自分た
ちを障害者という言葉で貶めることが無く
て済むような環境を作りたいと考えた（ち
なみにこの障害者という言葉も何とかして
変えたいと思っている。字を障碍と変える
くらいでは十分ではない）。建物だけでそ
の自尊感情の低下がなくなるほど簡単なも
のでないことは重々承知をしている。

それでも今回、建つ事業所は私の夢の実現
である。そしてそこではやはり何度もこの
巣立ちだよりに書いた、居宅介護事業所も
開設する。

精神保健福祉士養成校の開設

2022年度には精神保健福祉士の養成校も
開設したいと思っている。主に当事者が安
い学費で就学できる学校を目指している。
ピアスタッフとよく言われるがスタッフと
いう以上は私は当事者でも勉強をしてほし
いと思う。幸い精神保健福祉士はそれほど
難しい国家資格ではない。当事者が支援ス
タッフにの一員になることは支援の目線が
変わる。言葉遣いが変わるのである。我々
は常日頃当事者の前では言えない言葉で当
事者を語る習慣があることに否応なく気付
かされる。私は養成校を卒業し、精神保健
福祉士になった当事者を今までのあらゆる
人脈を使って、東京中の精神科病院や支援
事業所に送り込みたいと思っている。支援
にまつわる価値の転換が起こるはずである。
そしてこの事業所の名前を私の好きなサザ
ンオールスターズにちなんで、北口にある
にもかかわらず、サザンと名付けた。
今年の私の初夢のような妄想のような話

はここまでにしておくことにする。明日は
またコロナ対策に追われることになるから。

（2021.1.8）

今年、夢の実現に向けて
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ふれあいトークについて

毎年年末に開催しているふれあいトークを、
令和2年10月30日（金）に調布市グリーン
ホールで開催しました。会場での参加者の密
をさけるために、会場でのご参加のみならず、
会場からオンライン配信を初めて行いました。
企画・準備の段階から、オンラインによる
ミーティングを、サービスユーザーと事業担
当職員らで、何度も重ねてきました。オンラ
インで視聴された方も20名以上いて、質問タ
イムでは、会場からの質問や、オンラインの
視聴者からの質問を受けたり、新しいスタイ
ルのふれあいトークを開催することができま
した。今回のふれあいトークは、巣立ち会
ホームページ等でアップすることになりまし
たので、ぜひご視聴いただけると幸いです。
ふれあいトークでシンポジストをやってい

ただいたサカイ藤岡さんから体験談を寄稿い
ただきましたので、ご紹介したいと思います。

(小林）

ふれあいトークを開催しました

調布市グリーンホ ー ル に て

ふれあいトーク
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ふれあいトーク

皆さんはじめまして、今年度のふれあい
トークのシンポジストとしてお話させていた
だきましたサカイ藤岡と申します。この度巣
立ちだよりにも感想を書かせてもらう事にな
り誠に僭越ではございますが私とリカバリー
カレッジとの出会いからふれあいトークに至
るまでの流れを振り返り感想とさせてもらい
たいと思います。
私がはじめてリカバリーカレッジを知った

のは近所の地域活動センターに貼ってあった
チラシを見たのがきっかけでした。長年勤め
た会社を精神疾患により退職を余儀なくされ
過去の精神障害者差別の恐怖の記憶から閉塞
した時間を過ごした後にやっとの思いで適切
な医療や支援を受けて多少は安心感が出てき
た頃でした。チラシを見た瞬間、私はこれ
だ！と感じました。新しい障害当事者として
の人生に入り安心して回復に専念できる生活
をスタートさせられたものの、治療する人、
される人、支援する人、される人という枠組
みがしっかりと固定されている状態のありが
たさを感じつつ同時にその他の可能性もない
のかなと感じ始めていた時だったからです。
リカバリーカレッジに参加させてもらい私

の直感は当たりました。当事者を治療対象・
支援対象としてだけ見るのではなく(もちろん
そのような見方をしてもらいしっかりと助け
てもらう事の大切さやありがたさは言うまで
もなく、私自身もその恩恵にあずかっている
人間の一人です)、当事者の可能性や患った
キャリアにも光をあてて活かしていこうとい
う方向性に私はすっかり魅了される事になり
ました。担当の職員さんや当事者の先輩方が
とても眩しく見えました。当事者である自分
を否定し病状を克服しなくてはと何かに取り
つかれたように躍起になっていた自分とは

打って変わってありのままの自分をそのまま
受け入れて新しい豊かな障害者ライフを過ご
されている先輩方を拝見し、またそんなあり
方をしっかりと見守り支えている職員の皆さ
ん、田尾理事長を拝見し、私は徐々に心を鷲
掴みにされていったのです。
無我夢中で参加させてもらう日々が過ぎ、

そしてふれあいトークでお話させてもらう流
れになりました。当日は私が体験した事、当
事者仲間と共有してきた事をできるだけきめ
細かくお伝えできたらと集中しました。私が
発症してからどのような心境で苦しんでいた
のか、何に苦しんでいたのかなどをできるだ
け多くの方にイメージしてもらい少しでも楽
になったり、何かの気づきや心の整理にでも
役立ててくれるなら嬉しいという一心でした。
私は苦しかった闘病生活を愛する事の大切

さをリカバリーカレッジに教えてもらいまし
た。私の経験が皆さんに少しでも役立てても
らえたならこれに優る喜びはないと思ってい
ます。

追伸 何かのご縁を感じてくださった方は
ぜひカレッジにてお会いできるのを楽しみに
しております(^^)

（サカイ藤岡）

サ カ イ 藤 岡 氏
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映画「道草」上映会

11月28日（土）、三鷹市芸術文化セン
ター・星のホールで「映画上映会・講演会
『道草』」を開催しました。当初、このイベ
ントは3月14日に開催する予定でしたが、新
型コロナウイルスの感染拡大を受けて開催を
延期していました。感染拡大の第3波が近づ
く中で開催自体も危ぶまれましたが、95名の
方にご参加いただき、無事開催することがで
きました。
映画「道草」は、強い行動障害をともなう

自閉症と重度知的障害をもつ人々が、重度訪
問介護という制度を利用して、ヘルパーによ
る24時間の見守り支援のついた自立生活を送
る様子を映したドキュメンタリー映画です。
2014年から重度の知的障害者と精神障害者も
利用できるようになったこの制度ですが、十
分に知られていないことや担い手のヘルパー
事業所の不足などから、利用する人は今もっ
て少なく、同様の障害をもつ多くの方が施設
で暮らしているといいます。映画では、地域
での暮らしのなかで次々とアクシデントが起
こりますが、彼らの生き生きとした表情は、
地域生活の自由を楽しんでいることをどんな
言葉よりも説得力をもって伝えていました。
上映のあとに、映画に出演している岡部亮

佑さんの父で早稲田大学教授の岡部耕典さん
にご講演いただきました。岡部さんは知的障
害をもつ人をめぐる現状と、重度訪問介護と
いう制度ができた背景をご紹介くださった上
で、「こういう暮らしができるんだ」と親や
周囲の人にまず知ってもらうことが重要で、
自立生活の実現のためには自治体や福祉事業
所や市民の理解と協力が不可欠であるとお話
しくださいました。

そのあとのシンポジウムでは、元三鷹市障が
い者支援課の岩松国一さんと巣立ち会理事
長の田尾を加えた3人で、精神障害における
脱施設化の障壁との共通点や違い、「意思」
とは何かについてなど、非常に重要な議論が
なされました。40分という限られた時間では
到底話し尽くせる内容ではなく、アンケート
では「ぜひまたこのテーマでイベントを」と
いうご意見もいただきました。
私としては、岡部さんの「施設を全否定す

るわけではないが、選択肢がそれしかないの
は違うだろう」という言葉が印象的でした。
では、選択肢が複数あればよいのか。そもそ
も、どうして与えられた選択肢から選ばなけ
ればならないのか。選択肢に意思をあてはめ
るのではないサービスはどのように可能なの
か。より広い領域での運動や実践の蓄積から
学んでいく必要をあらためて感じました。

（植田）

シ ン ポ ジ ウ ム の 様 子

映画「道草」上映会を開催
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「発達障害」をめぐる家族体験発表会

巣立ち会では、本年度受託している独立行
政法人福祉医療機構（WAM）の社会福祉振
興助成「発達障害者の孤立解消・社会参加の
支援とその啓発や連携を行う事業」の一環と
して、昨年度に引き続き、12月5日（土）、
三鷹産業プラザ７F会議室において、「『発
達障害』をめぐる家族体験発表会」を行いま
した。「発達障害」をベースとして、さまざ
まな精神疾患を発症され、入院や、休学・休
職、退学・退職などの困難を経られながら、
巣立ち会のユースメンタルサポートColorや
ルポゼ・アンダンテの就労移行支援、グルー
プホームなど様々な支援を受けて道を切り開
いてこられた家族会の方々6名と、当事者の
方1名が体験談をお話してくださいました。
昨年お話してくださった方々のお話も、1年
を経てさらに深いものとなっており、また、

発表者だけではなく、スタッフも含めて、そ
こに集った参加者一人一人がそれぞれ自分の
言葉でお話しされて、「子育ての先輩の話、
同じように悩んで人生を歩んでこられた先輩
のお話を伺って、元気がでました。私も家族
会に行きたいと思います」「家族としてのお
話から、人としての交流、人生のいろいろな
場面での喜びや葛藤、とても深い話が聴けて
心に響きました」「当事者の方のお話を聴く
ことができたのは貴重な経験になりました。
自分の家族とも通ずる部分も多く、今後に役
立てていけそうです」と昨年度に引き続き本
年度も大変好評をいただきました。ご家族や
当事者の方々の生の声をお聞きできるのは貴
重な機会であり、新たな方々のサービス利用
のきっかけとするためにもこの企画は今後も
毎年継続していきたいと考えております。

（高田）

社会福祉振興助成（WAM）

前号の発行は昨年の夏でした。従って今回の巣立ちだ
よりの発行時である年明けには、このコロナ禍もある程
度終息に向かっているだろうという楽観的な考えでいた
のは私だけだったでしょうか。そんな甘い考えを嘲笑う
かのように日々感染者増のニュースが更新されてます。
確か前号の後記で本当に必要なものは身近にあると書

きましたが、同時に今できる事への感謝を思う日々です。
陰極まれば陽に転ずるとも言いますが、いつになった

らこの状況が良くなるのでしょうか。神のみぞ知るとは
あまりに他力な考えなのでしょうか？（山本）
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